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1 -2， WT! -3)と4種のキモトリプシンインヒピター (WC 1 -1， W C 1 -2， W C 1 -3， 




















とその 3種の修飾インヒピター，Ti a i (Arg63 -Ile 64結合切断)，

































Met 84 - Leu 85:結合を切断して修飾インヒピターを調製し，それらの阻害様式を研究し， Ti aにおいては
Met 84 _ Leu 85結合，あるいはその付近に第二反応部位が存在する知見を得た。
次にシカクマメおよびダイズの種子成熟過程におけるプロテイナーゼインヒピターの活性発現につい
て検討し，開花後30---35日目にはじめてインヒピター活性が出現すること，この発現時期に，インヒビ
タータンパクが直接合成されることを示唆する結果を得た。
以上，柴田君の研究は，これまで明らかでなかったマメ科植物Kunitz型フ。ロテイナー ゼインヒビター の
阻害活性の双頭性を明らかにしたもので，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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